
－ 27 －

１　はじめに

　ペレニアルライグラス（以下「PR」という）は、栄

養価が高く嗜好性が良いことから、古くから本県の主

要な放牧用草種や採草用補助草種として利用されてき

た。近年、夏季に記録的な高温が続く中で、県内では

寒地型イネ科牧草の夏枯れによる草地の植生の悪化が

見られており、比較的耐暑性の低い PR ではその影響

が顕著である。

　一方、国内では越夏性に優れる PR の晩生品種が育

種され 1,2）、種子の供給が始まっている。そこで、本

研究では、これら越夏性に優れる PR 晩生品種の本県

における生育特性を明らかにするため品種比較試験を

行った。

２　試験方法

　(1) 試験年次及び供試品種

　滝沢市の岩手県農業研究センター畜産研究所圃場に

おいて場内試験を行った。試験期間は 2021 年 9 月 7

日に播種、翌 2022 年から 2024 年の 3か年に品種比較

等調査を行った。供試品種は越夏性に優れる品種とし

て「夏ごしペレ」及び「ヤツユメ」、標準品種を「フ

レンド」とした。　　

　また、滝沢市の公共牧場においても同 3品種を用い

て、オーチャードグラス主体経年放牧地への追播によ

る現地試験を行った。

　(2) 調査方法

　　1）場内試験

　場内試験では、試験圃場内に、1 区当り 2.5m × 6

条（畝間 30 ㎝）、3 品種× 4 反復の試験区を設置した。

収量等の刈取り調査は放牧利用を想定して草丈が 40

㎝程度になるたびに実施した。施肥方法は、岩手県

の施肥基準を基本とし、春施肥は NPK10-5-10 ㎏ /10a、

追肥は各刈取り後に NPK10-5-10kg/10a を刈取り回数

で除した量を施肥した。調査項目は、乾物収量、草丈、

越夏性、秋の草勢、病害発生程度、栄養成分（粗タン

パク質 (CP)、可消化養分総量（TDN））とした。

　　2）現地試験

　放牧地の一角を試験区として、各品種ごとに約 30a

（30 × 10m）の試験区を設定して調査を実施した。追

播作業は、エイチゾン社製の作溝式播種機グラス

ファーマーを使用した。

　調査時期は、早春（4 月末）、夏季（7 月上旬）、越

夏直後（9 月上中旬）、秋期（11 月上旬）とし、調査

項目は草丈、越夏性、秋の草勢、被度などについて調

査を行った。

３　試験結果及び考察

　(1) 各品種の特性調査では、試験期間 3か年とも供

試品種の「夏ごしペレ」及び「ヤツユメ」は標準品種

の「フレンド」と比較して越夏性及び秋の草勢に優れ

た。また、雪腐病（褐色小粒菌核病、黒色小粒菌核病）

は「夏ごしペレ」においてやや多く確認されたが、い

ずれも発生程度は極めて少なく、実用上問題とはなら

なかった（表 1、図 1）。

　一方、収量は供試品種が暑熱期（7、8月）及び秋期（10

月）の収量が高い傾向を示し、年間収量も標準品種に

比べて高くなった（表 2、3、4）。

　2023 年、2024 年は猛暑が続き東北各地で寒地型イ

ネ科牧草の夏枯れの報告がある中で、供試品種では大

きな収量低下や枯死などは見られず、栄養成分につい

ては CP、TDN ともに標準品種と同等だった（図 2）。

　(2) 現地試験

　現地試験においても供試品種は標準品種と比較して、

秋の草勢及び被度において優れる結果となった。ま

た、越夏性は場内試験と比較して差が小さかった（表

5、図 3）。これは、現地試験圃場の標高が 500 ～ 600

ｍと比較的高く、夏季高温の影響を受けづらかったた

めと思われた。

４　まとめ

　供試品種の新品種 2種は、夏季の収量及び秋の草勢

に優れており、栄養成分（CP、TDN）も、標準品種の「フ

レンド」と同等であった。

　また、場内、現地試験の結果から完全更新、追播ど

ちらの手法においても夏季～秋季を中心に収量の確保

と草勢、被度の向上が見込めるものと考えられた。

　以上の結果から、種子の入手が容易な「夏ごしペレ」

を 2024 年度に岩手県の奨励品種として編入した。
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表５ 品種特性（現地試験）  

夏ごしペレ 5.5 6月4日 2.4 1.7 6.1 6.2

ヤツユメ 5.9 6月3日 2.1 1.5 5.9 5.8

フレンド
（標準）
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